
渡
辺

市
町
村
の
国
民
健
康

保
険
会
計
は
、
加
入
者
の

構
成
が
非
正
規
労
働
者
や

無
職
の
方
の
割
合
が
高
い

が
、
国
庫
負
担
が
減
ら
さ

れ
、
き
び
し
い
運
営
を
し

い
ら
れ
て
お
り
、
保
険
料

の
負
担
も
重
い
も
の
が
あ

る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
入

れ
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
は

18
保
険
者･
約
８
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
多
く

は
、
事
務
費
に
充
て
る
た

め
と
し
て
い
る
が
、
一
部

保
険
料
負
担
の
緩
和
や
子

育
て
支
援
医
療
な
ど
市
町

村
独
自
の
助

成
事
業
に
よ

る
医
療
費
増

加
に
充
て
る

た
め
な
ど
と
し
て
い
る
。

平
成
21
年
度
一
人
当
た
り

の
法
定
外
繰
入
れ
は
、
全

国
37
位
で
、
非
常
に
少
な

い
額
と
な
っ
て
い
る
。

渡
辺

自
治
体
が
子
育
て
支

援
医
療
な
ど
、
独
自
の
助

成
事
業
を
実
施
す
る
と
、

国
は
国
保
会
計
へ
の
国
庫

負
担
を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
課
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

健
康
福
祉
部
長

市
町
村
が

独
自
に
実
施
し
た
子
育
て

支
援
医
療
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
お
よ
び
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
に
国
の
減

額
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。

交
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
国
庫
負
担
金
額

は
、
平
成
20
年
度
分
で
約

３
億
９
０
０
０
万
円
、
21

年
度
分
で
約
４
億
円
、
22

年
度
分
で
約
４
億
２
０
０

０
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。

渡
辺

市
町
村
が
積
極
的
な

施
策
を
実
施
す
る
と
国
庫

負
担
が
減
ら
さ
れ
る
と
い

う
理
不
尽
な
仕
打
ち
に
、

市
長
会
は
こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

の
廃
止
を
要
望
し
て
い
る
。

県
も
子
育
て
支
援
医
療
な

ど
を
前
進
さ
せ
て
き
た
。

せ
め
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
分

に
つ
い
て
、
市
町
村
国
保

会
計
に
対
し
て
支
援
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
民
健
康

保
険
以
外
の
医
療
保
険
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方
と

の
負
担
の
公
平
性
か
ら
も
、

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
国
庫
負
担
の
減
額

措
置(

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー)

は

廃
止
す
る
よ
う
、
県
と
し

て
国
に
対
し
求
め
て
き
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
廃
止
を

提
案
し
て
い
く
。

■

■

※

秋
田
県
で
は
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
分
に
つ
い
て
市
町

村
国
保
会
計
の
一
定
割
合

を
負
担
し
、
支
援
し
て
い

ま
す
。
山
形
県
内
で
も
、

子
育
て
支
援
医
療
充
実
と

一
体
で
、「
国
保
会
計
へ

の
支
援
を
」
の

声
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
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渡
辺

「
最
上
小
国
川
の
清
流
を

守
る
会
」
が
、
ダ
ム
建
設
の

見
直
し
と
、
ダ
ム
に
頼
ら
な

い
治
水
対
策
の
早
期
実
現
を

求
め
て
短
期
間
に
６
０
７
１

名
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

新
年
度
は
取
付
け
道
路
の
工

事
費
な
ど
を
含
め
５
億
７
２

０
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
予
算
に
は
反

対
で
あ
る
。
漁
協
な
ど
利
水

関
係
者
の
同
意
を
得
な
い
で

ダ
ム
建
設
を
こ
の
ま
ま
進
め

る
の
か
。

県
土
整
備
部
長

関
係
者
に
機

会
を
と
ら
え
て
説
明
を
行
い
、

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き

た
い
。

渡
辺

過
去
の
赤

倉
地
区
の
洪
水

被
害
は
、
内
水

被
害
が
大
き
い
。

ダ
ム
を
建
設
し

て
も
、
対
策
を

と
ら
な
け
れ
ば
被
害
は
防
げ

な
い
。
内
水
対
策
は
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

県
土
整
備
部
長

平
成
22
年
度

か
ら
内
水
対
策
の
調
査
を
開

始
し
、
23
年
度
か
ら
地
元
代

表･

役
場･

総
合
支
庁
で
内
水

対
策
事
業
連
絡
調
整
会
議
を

設
置
し
て
内
水
対
策
を
立
案

検
討
し
た
。
今
後
具
体
的
な

対
策
を
決
定
す
る
。
24
年
度

は
、
排
水
路
整
備
内
容
を
地

元
に
説
明
し
、
理
解
が
得
ら

れ
れ
れ
ば
用
地
調
査･

買
収
を

行
い
、
工
事
に
着
手
す
る
。

■

■

※

内
水
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で

あ
り
、
河
川
改
修
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
れ
ば
、
ダ
ム
に
頼

ら
な
い
治
水
対
策
が
可
能
と

考
え
ま
す
。

国保会計に支援を
県議会 予算特別委員会で質問

市町村

予
算
特
別
委
員
会
で
質
問
す
る

ゆ
り
子
県
議
＝
3
月
12
日

３
月
12
日
に
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
私
が
お
こ
な
っ
た
質
問
に

つ
い
て
、
「
渡
辺
ゆ
り
子
の
県
政
報
告
」
で
は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
「
東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
」
「
子
育
て
支
援
医
療
」
「
避
難
者

支
援
」「
豪
雪
対
策
と
災
害
救
助
法
」
の
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

最上小国川ダム事業

ダ ム 建 設 予 算 に 反 対

内 水 対 策 を 急 げ

４
月
よ
り

所
属

委
員
会

が

変

わ
り

ま
し
た

○
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

○
エ
ネ
ル
ギ
ー･

危
機
管
理

対
策
特
別
委
員
会

子
育
て
医
療
支
援
な
ど
へ
の

国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は

利
水
関
係
者
の
同
意
は

得
ら
れ
て
い
な
い


